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東
洋
哲
学
研
究
所
創
立
50
周
年
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
球
文
明
と
仏
教
の
使
命
」
の
開
催
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

仏
教
源
流
の
地
・
イ
ン
ド
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
、
世
界
的
な
仏
教
学
者
で
あ
る
ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
博
士
、
人
類
の
精
神
遺
産
の
至
宝
と
も
い
う
べ
き

『
ギ
ル
ギ
ッ
ト
法
華
経
写
本
』
の
写
真
版
を
共
同
出
版
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
の
ム
シ
ル
ル
・
ハ
サ
ン

館
長
、
古
代
イ
ン
ド
で
仏
教
の
最
高
学
府
と
し
て
栄
え
た
ナ
ー

ラ
ン
ダ
大
学
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
ゴ
ー

パ
・
サ
バ
ロ
ワ
ー
ル
副
総
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

21
世
紀
の
現
代
世
界
は
、
情
報
・
通
信
革
命
の
時
代
を
迎
え
、

経
済
や
科
学
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
の
中
で
、

人
類
は
相
互
依
存
の
度
を
一
層
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
歴
史
学
会
会
長
を
務
め
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ラ
ク

ラ
フ
は
『
世
界
歴
史
地
図
』
を
著
し
、
人
類
史
を
七
つ
の
時
期

に
分
け
、
世
界
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
優
位
の
時
代
か
ら
「
全
地
球
文

明
の
時
代
」
に
至
る
と
し
て
、
新
し
い
時
代
区
分
を
「
地
球
文
明
」

と
命
名
し
ま
し
た
。

東
洋
哲
学
研
究
所
創
立
50
周
年
記
念
の
学
術
大
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
文
明
と
仏
教
の
使
命
」
よ
り
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比
較
文
明
学
者
の
吉
澤
五
郎
教
授
は
、「
バ
ラ
ク
ラ
フ
の
『
世

界
歴
史
地
図
』
の
構
想
は
、
当
初
、
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
と
と
も

に
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
比
較
文
明
学
の
形
成
に
と

っ
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
知
的
遺
産
と
先
導
性
は
特
筆
さ
れ
る
も

の
が
あ
ろ
う
」（『
世
界
史
の
回
廊
』
世
界
思
想
社
）
と
述
べ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
１
９
７
３
年
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
私
と
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
と
の
対
談
が
続
け
ら
れ
て
い
る
最

中
の
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

翻
っ
て
、
今
日
の
科
学
技
術
社
会
に
お
い
て
、
全
人
類
的
な

「
地
球
文
明
」
へ
の
大
き
な
課
題
は
「
持
続
可
能
性
」
で
あ
り
、

大
別
す
れ
ば
次
の
三
つ
の
領
域
に
わ
た
る
問
題
群
と
し
て
顕
在

化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
の
領
域
は
、
地
球
温
暖
化
現
象
に
代
表
さ
れ
る

地
球
環
境
問
題
群
で
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
海
洋
汚

染
、
砂
漠
化
の
進
行
、
熱
帯
雨
林
の
破
壊
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

る
生
物
種
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
原
子
力
発
電
を
含

む
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
く
関
わ
り
ま
す
。

　

第
二
の
領
域
は
、
政
治
・
社
会
・
経
済
の
問
題
群
で
あ
り
、

核
拡
散
・
生
物
化
学
兵
器
の
問
題
か
ら
、
民
族
・
人
種
間
等
の

創立50周年記念の学術大会・シンポジウムは、2012年３月24・25日の両日、創価大学（東
京・八王子市）で開催され、インド文化国際アカデミーのロケッシュ・チャンドラ理事
長が「法華経にとっての三つの宝」と題して基調講演を行った（24日）
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紛
争
の
続
発
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
境
を
超
え
た
紛
争
へ

と
激
化
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
貧
困
・
飢
餓
・

人
権
・
差
別
・
難
民
問
題
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
モ
ニ
ズ
ム
（
拝

金
主
義
）、
い
わ
ゆ
る
「
強
欲
資
本
主
義
」
が
も
た
ら
す
格
差
問

題
や
金
融
危
機
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

第
三
の
領
域
と
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
の
問
題
群
を
生

み
出
す
、
人
間
の
精
神
性
の
危
機
、
倫
理
性
・
道
徳
性
の
低
下
、

暴
力
性
・
貪
欲
性
・
根
源
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
跋ば

っ

扈こ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
山
積
す
る
諸
問
題
に
直
面
す
る
人
類
社
会
に
と
っ

て
、
第
一
の
領
域
と
し
て
挙
げ
た
地
球
環
境
問
題
を
乗
り
越
え

つ
つ
、「
大
自
然
と
の
共
生
」
を
図
る
こ
と
、
第
二
の
領
域
の
政

治
・
社
会
・
経
済
の
諸
問
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、「
平
和
共
存
」

を
可
能
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
第
三
の
領

域
へ
の
取
り
組
み
、
す
な
わ
ち
「
人
間
の
精
神
の
変
革
」
が
、

今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
と
の
共
生

や
人
類
の
平
和
共
存
を
脅
か
し
て
き
た
人
間
自
身
の
エ
ゴ
イ
ズ

ム
、
暴
力
性
等
の
悪
心
を
と
ど
め
、
利
他
心
・
慈
悲
力
等
の
善

心
を
強
化
し
つ
つ
、
新
た
な
精
神
性
の
機
軸
を
求
め
、
倫
理
性

の
向
上
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
も
、
私
と
の
対
談
の
中
で
「
わ
れ
わ
れ
の

技
術
と
倫
理
の
格
差
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
く
開
い

て
い
ま
す
」「
人
間
の
尊
厳
の
確
立
が
な
さ
れ
る
の
は
、
倫
理
の

分
野
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
、
人
間
の
行
動

が
「
貪
欲
性
や
侵
略
性
に
支
配
さ
れ
ず
、
ど
れ
だ
け
慈
悲
と
愛

を
基
調
」
と
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
現
代
物
質
文
明
に
、「
人
間
の
尊
厳
」「
生
命
の
尊

厳
」
の
思
想
を
打
ち
立
て
ゆ
く
新
し
き
精
神
文
明
の
形
成
は
、

持
続
可
能
な
「
地
球
文
明
」
の
創
出
に
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

未
来
の
「
地
球
文
明
」
に
お
い
て
、
宗
教
は
、
人
類
心
を
涵

養
し
、
善
心
を
強
化
し
、
倫
理
性
・
精
神
性
を
高
め
、
深
め
る
〝
主

体
的
役
割
〞
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
三
の
領

域
で
あ
る
「
人
間
の
精
神
の
変
革
」
を
基
盤
と
し
て
、
第
一
の

「
大
自
然
と
の
共
生
」、
第
二
の
「
人
類
の
平
和
共
存
」
の
領
域

に
も
深
く
関
与
し
て
い
く
の
が
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
存
在

意
義
と
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

仏
教
の
現
代
に
お
け
る
存
在
意
義
も
、
ま
さ
に
「
地
球
文
明
」



28

の
持
続
性
と
発
展
へ
の
貢
献
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
仏
教
の
原
点
で
あ
る
釈
尊
の
悟
達
を
源
流
と
し
て
、
鳩

摩
羅
什
に
よ
る
「
法
華
経
」
の
翻
訳
、
天
台
仏
教
、
日
蓮
仏
法

へ
と
仏
教
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
大
乗
仏
教
に
一
貫
し
て
流
れ

る
「
生
命
の
尊
厳
性
」
を
根
本
的
視
座
と
し
て
、
今
日
に
お
け

る
世
界
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
使
命
を
鮮
明
に
し
ゆ
く
当
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
、
私
は
深
い
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
博
士
は
、
か
つ
て
、「『
法
華
経
』

と
現
代
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
漆
黒
の
闇
夜
に
あ
っ
て
、
人
々
は
光
を
探
し
求
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
類
の
意
識
の
夜
明

け
で
あ
る
。
人
々
は
、
永
遠
と
い
う
源
泉
の
中
に
存
在
す
る
も

の
を
、
今
、
新
た
に
世
界
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き
だ
す
こ
と
を

熱
望
し
て
い
る
。
未
来
の
王
国
は
、
現
実
と
想
像
か
ら
生
ま
れ

る
。
未
来
の
人
類
は
、
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
担
い
手
と
な

る
で
あ
ろ
う
」

　
「
法
華
経
」（
観
世
音
菩
薩
普
門
品
）
に
は
「
無
垢
清
浄
の
光
あ

っ
て　

慧
日
は
諸
も
ろ
も
ろの
暗や
み

を
破
し
」
と
あ
り
ま
す
。
当
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
真
摯
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
人
類
を
覆
う

暗
闇
を
突
き
抜
け
て
、「
地
球
文
明
」
の
創
出
の
た
め
の
〝
英
知

の
光
〞
が
放
た
れ
ゆ
く
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

（
い
け
だ　

だ
い
さ
く
／
創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
・

東
洋
哲
学
研
究
所
創
立
者
）


